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上 演 年 上演団体 作・演 出 主　演 会　場
1964・1 東宝芸術座 菊田一夫（脚色・演出） 森光子 芸術座
1964 劇団仲間 早坂久子（脚色）中村俊一（演出） 砂防会館ホール
1970・10 薫節子舞踊団 東横劇場
1972・2 鯉風会 西川鯉三郎（作舞） 国立大劇場
1973・1 五月舎 水上勉（脚色）木村光一（演出） 小川真由美 国立大劇場
1976・4 五月舎 水上勉（脚色）木村光一（演出） 八千草薫 東横劇場
1978・4 越前竹人形の会 水上勉（脚色）木村光一（演出） キッドアイラックホール
1978・5 松竹芸能 水上勉（脚色）木村光一（演出） 若尾文子 御園座
1981・1 三越劇場 水上勉（脚色）木村光一（演出） 三田佳子 三越劇場
1983 人形座「竹芸」 水上勉（脚色・演出） 東京･スタジオダック
1983・12 三越劇場 水上勉（脚色）木村光一（演出） 太地喜和子 三越劇場
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前掲書 7, P. 28
（17） 水上勉「竹の精霊」『竹の精霊』小学館，1982, P. 69
（18） 水上勉「うしろ書き口上」『若州人形座「竹人形文楽　曾根崎心中」』立風書房，1987
（19） 前掲書 7, P. 28
（20） 同上書、P. 39
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（22） 茨木憲「断想＝水上勉・戯曲の周辺」前掲書 8, P. 26
（23） 扇田昭彦「水上勉の演劇空間」『国文学　解釈と研究』Vol. 25, 学燈社、1980, 9, P. 132 ⊖ 133
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（27） 同上書、P. 22
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（１） 水上勉、土方鉄対談「差別と文学（下）」『部落解放』Vol.135, 1979, 6, P. 127
（２） 水上勉生誕 100 周年記念公演　若州人形座　竹人形文楽『越前竹人形』が 2019 年６月 15、16 日、若
州一滴文庫くるま椅子劇場にて上演された。









（８） 観世栄夫「『やさしさ』と『きびしさ』」『悲劇喜劇』，1981, 5, P. 29
（９） 尾崎宏次「作品をささえるもの ― 水上勉氏に聞く ― 」同上書 8, P. 62 ⊖ 63
（10） 「懸命に生きる水上戯曲の登場人物とその風土」地人会第 103 回公演『飢餓海峡』パンフレット，2006, 11
（11） 山根成之監督、松竹映画「五番町夕霧楼」パンフレット，1980
（12） 水上勉「私の演劇体験」前掲書 7, P. 186 ⊖ 187
（13） 森秀男「演劇十字路」『新劇』白水社，1978, 6, P. 78
（14） 初演スタッフは以下の通り。演出＝木村光一／人形制作＝八木澤啓造／面制作＝横手詩樹／衣装＝植田
いつ子／美術＝窪島誠一郎／音楽＝松村禎三／関一郎（尺八）／今井朝子（琵琶）／語り＝古屋和子／
人形遣い＝小市みさ子／佐々木美和子／平田章子／寺井仁志　、前掲書 7, P. 28　尚、大笹吉雄は『週刊
朝日』1978, 5 の劇評の中で、４月の旗上げ公演期日を５月４日までとしている。
（15） 水上勉『竹紙を漉く』文芸春秋，2001, P. 39
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